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原発性外陰部硬化性脂肪肉芽腫の3例
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PRIMARY SCLEROSING LIPOGRANULOMA OF THE 

 MALE  GENITALIA  : REPORT OF THREE CASES
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   Recently, genital sclerosing lipogranuloma having no history of trauma and foreign body infu-
sion are more common in Japan. We report three cases recently encountered in which tumors 
were diagnosed as  sclerosing lipogranuloma on histological examination. In case 1, lipid analyses 
of the tissues by infrared absorption spectrometry proved that it was endogenous in origin. 

                                                 (Acta Urol. Jpn. 38: 1183-1186, 1992) 
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緒 言

原発性外陰部硬化性脂肪肉芽腫は,特 徴的な形状を

有することが多いため,正 確に術前診断される症例が

増えてきた.今 回われわれは,精 索周囲および陰茎根

部中央に発生 したため,術 前診断が困難であ った2症

例と典型的な形状を有 した1症 例を経験 したので若干

の文献的考察を加えて報告する.

症 例

症例1

患者:51歳,男 性

主訴:右 鼠径部腫瘤

家族歴:特 記すべきことなし

既往歴:ア レルギー素因なし.外 性器周囲への異物

注入を否定している.

臨床経過:1991年8月12日,右 鼠径部に,無 痛性腫

瘤を触知するため,当 科受診 右精索腫瘍の疑いで,

9月18日 に手術 目的にて入院した.右 鼠径部に弾性や

や硬の鶏卵大の腫瘤が精索に接して触れた.右 精巣 ・

精巣上体は触診状正常であった.血 算(白 血球分画正

常),血 液生化学,CRP,検 尿には異常所見を認めな

かった.右 精索腫瘍の疑いで,9月19日 に手術を施行

した.

手術所見:腰 椎麻酔下で,精 索腫瘤の直上に精索の

走行に沿って切開を加えたところ,精 索前 面に3×4

cmの 灰 白色の腫瘍を認めた.精 索とは剥離が容易で

充分にsurgicalmarginを とれると思われたので,

腫瘍のみ摘出した.

摘 出標本(Fig.i):3×4cm大 の腫瘤で,割 面は,

灰 白色充実性であった.

病理組織学的所見(Fig.2):脂 肪組織と間質の繊

維化および硝子化を認め,異 物型多核巨細胞や リソパ

球,形 質細胞の浸潤が著明であった.好 酸球の浸潤は

軽度であった.な お,抗 酸菌染色およびPAS反 応 も

検索したが結果は陰性であった.

以上のことより,硬 化性脂肪肉芽腫と診断された.

さ らに,標 本の一部で赤外分光分析法を用い脂肪分析

を施行した.他 の手術の際,採 取した正常脂肪にも同

様に赤外分光分析を施行し,controlと した.脂 肪

分析の結果,ト リグリセ リドに相当し,内 因性脂肪の

変性が原因と思われた.

症例2

患者:51歳,男 性

主訴:陰 茎根部腫瘤

家族歴:特 記すべきことなし

既往歴:ア レルギー素因なし.外 性器周囲への異物

注入を否定 している.
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臨床経過:1年 前より陰茎根部の陰嚢中央に腫瘤を

触れていたが,放 置していた,最 近腫大傾向を認めた
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ため,1991年9月7日 に当科受診.陰 茎根部の陰嚢中

央に,弾 性硬で可動性のある母指頭大の腫瘤を触知.

圧痛は認めなかった.精 巣 ・精巣上体には異常は認め

なかった.血 算(白 血球分画正常),血 液生化学,

CRP,検 尿には異常所見を認めなかった.以 上より,

陰嚢内腫瘤の診断にて9月24日 に腫瘤摘出術を施行し

た.

手術所見:腫 瘤は,母 指頭大の扁平上の腫瘤で,陰

茎皮下組織と癒着が認められるため正常組織を一部つ

けて摘出した.

組織学的所見(Fig.3):脂 肪組織を含む繊維性肉

芽腫組織である,類 上皮細胞,異 物型巨細胞,リ ソパ

球からなる肉芽腫を形成 し,病 巣全体 として,形 質細

胞を含む リンパ球浸潤が著明だが,好 酸球浸潤はきわ

めて軽度である,

以上 より,硬 化期脂肪肉芽腫と診断した.

症例3

患者=79歳,男 性

主訴:排 尿困難

家族歴 ・既往歴:特 記すぺきことなし

臨床経過:1991年12月13日 に他院 より,発 熱,排 尿

困難のため当科へ転科.バ ルーン留置および補液にて

全身状態は改善,触 診にて,陰 茎根部を取 り囲むU字

型の軟骨様硬の腫瘤を触知 した.そ の特徴的形態 より

陰嚢内硬化性脂肪肉芽腫を考えた.術 前の血算で,白

血球分画は正常であった.12月25日 に,術 中迅速開放

生検を施行 した所,脂 肪肉芽腫の診断で悪性所見は認

められず,生 検のみでそのまま閉創した.術 後の病理

組織診断は,硬 化性脂肪肉芽腫であった.術 後,抗 生

剤の内服で様子 をみたが1カ 月で腫瘤 はほぼ消失 し

た.

症例2,3で は脂肪分析を施行していないが,異 物

注入や外傷などの原因と思われる既往がないため,原

発性の硬化性脂肪肉芽腫と診断した,

考 察

硬化性脂肪肉芽腫は,1950年 にSmetanaとBern-

hard1)に よって局所への異 物注入 や外傷に よって皮

下脂肪組織に発生する肉芽腫 として報告され,外 因性

の原因なく生 じたものは原発性硬化性脂肪肉芽腫 と命

名された,本 邦では文献上検索可能であった原発性外

陰部硬化性脂肪肉芽腫は72例 あ り自験例は73,74,75

例 目であると思われた.本 邦では,異 物注入などの外

因性の既往のあるもの2・3)は少なく原発性が大半であ

る.し かし,患 者が外因性要因を隠した り無自覚であ

る可能性を指摘する報告4)も多い.従 って,真 に内因性
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TableI.精 索に発生した硬化性脂肪肉芽腫

発 表 者 年齢 発生部位
(報告年)

臨 床 症 状 診 断 治 療 病理組織像

稲積 ・他m

l980

牧 他7}

1984

松 島 ・他t2)

1988

自 験 例

1992

45左 陰嚢内

54右 鼠径部

右鼠径部から左陰嚢上
部に広がる無痛性腫瘤

右鼠径部無痛性腫瘤

悪性腫瘍 左高位精巣摘除術兼左
後腹膜リンパ節郭清術

精索腫瘍 右高位精巣摘除術

54右 鼠径部 右鼠径部無痛性腫瘤 精索腫瘍 右高位精巣摘除術

51右 鼠径部 右鼠径部無痛性腫瘤 精索腫瘍 腫瘤摘出術

lipogranuloma

sclemsing

l玉P・granu1・ma

sclerosing

lipogranuloma

scle【vsing

1五P・gram」 ・ma

脂肪の変性であることを証明するためには,赤 外分光

分析等の生化学的分析が必要である.本 邦では,Ma-

tsuda等5),小 泉等6)が 同方法により脂 肪分析を施行

し,外 因性物質によらず硬化性脂肪肉芽腫が発生する

ことを示している.症 例1で も,脂 肪分析の結果,標

本より抽出された脂肪は皮下脂肪のおもな成分である

トリグリセ リドであり,内 因性脂肪由来 と思われた.

外陰部硬化性脂肪肉芽腫は,外 陰部皮下脂肪組織の

変性 ・壊死とそれに続発する肉芽腫形成 といえる.病

理組織学的所見は,経 過 により脂 肪細胞の変性,壊

死と好中球,リ ンパ球を主 とした細胞浸潤をきたす時

期,組 織球泡沫細胞,巨 細胞を混ずる脂肪肉芽腫の時

期そして繊維化を伴 う脂肪小葉の萎縮を示す時期に移

行するとされている7)一また組織中に好酸球浸潤認め,

末梢血中に好酸球増多を認める例も多く見られ,ア レ

ルギーが何らかの関連を有 している可能性も考えられ

る4・8).佐藤 等9)は腫瘤を形状別に分類(Fig.4)し て

おり自験例を含めれば,不 明の6例 を除いた69例 中,

56例 が1型 と圧倒的に多く,こ の特異な形状が本症の

特微のひとつといえる.こ れは陰嚢内の皮下脂肪が陰

茎を取 り巻 くY字 型に分布することに基づくものであ

る10).異 物注入や軽微な外傷でこのような範囲にまん

べんなくダメージを受けることは考えにくく外因性の

既往には困果関係を求めがたいと思われる.自験例は,

症例3は 典型例であるが.症 例1,2はm型,皿 型であ

り,い ずれも非典型例である.特 に症例1と 同様に精

索周囲に発生した症例は自験例を含め4例(TableI)

に過 ぎず,他 の3例 は精索腫瘍として高位精巣摘除術

が行われている.Il型 は,手 術所見で索状物が1型 の

ごとく連続 している1型 の亜型といえる症例が多い9)

が,自 験例はこれとは異な り母指頭大の限局した腫瘤

であった.治 療法 として,従 来は腫瘤摘出術がおもに

行われていた。しか し最近は消炎剤,抗 生剤投与にて

良好な結果がえられてお り,生 検による確定診断後は

内服のみで経過観察とされることが多い8).本 邦では,

3ヵ 月以内には腫瘤の消失を見ている例が多いことか

ら武井等13)は2ヵ 月前後の経過観察を行い,縮 小傾向

を認めないものや増大傾向を認めるものに摘出術を考
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慮するとしている.従 って,診 断がつきやすい典型的

な1型 の症例はもとより,術 前診断が困難なll,1∬ 型

でも,迅 速標本による確定診断がつけぽ,保 存的治療

も可能と思われる.

結 語

原発性外陰部硬化性脂肪肉芽腫の3例 を報告すると

ともに若干の文献的考察を加えた.
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